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株式会社ヨシムラ・フード・ホールディングス（証券コード：2884）
2022年11⽉29⽇

株式会社林久右衛⾨商店の株式取得について
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案件概要

• 株式会社林久右衛⾨商店（https://kyuemon.com/）の発⾏済株式100％
（⾃⼰株式を除く）を譲り受ける。

• 林久右衛⾨商店は、福岡県福岡市に本社及び⼯場を構え、独⾃に開発した
最中お吸物を主⼒商品とし、削り節、だし等の製造・加⼯・販売を⾏う。

• 明治18年創業以来、⽇本有数の鰹節⽣産地である⿅児島県枕崎市で⽔揚げ
された良質な鰹にこだわり、鰹節専⾨店としてブランドを確⽴してきた。

• 鰹節の最⾼級品とされる枕崎鰹節の本枯鰹節や、天然で上質な厳選素材を
調達し、独⾃の伝統製法で削り節や国産無添加のだしパック、最中お吸物
やお茶漬け等の多様な商品づくりを⾏う。

• ⾼い商品⼒を活かしたギフト製品は、関東圏、関⻄圏の⼤⼿百貨店を中⼼
に、全国の百貨店で贈答品として⾼く評価され、⻑年にわたり採⽤されて
いる。
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会社概要

会 社 名 株式会社林久右衛⾨商店

本 社
所 在 地 福岡県福岡市博多区⻨野５-２３-１７

代 表 者 林 剛⼀郎（五代⽬店主）

設 ⽴
年 ⽉ ⽇ 創業 1885年、法⼈設⽴ 1959年

資 本 ⾦ 1,450万円

事 業 内 容 削り節等の製造・加⼯・販売業

従 業 員 数 42名（2022年２⽉末時点）

U R L https://kyuemon.com/
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主要商品

（だしパック）

（鯛最中お吸物 おめでたい）

（最中お吸物）

（削り節）
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商品⼒商品⼒

ブランド⼒ブランド⼒

• 創業から百三⼗余年という⻑い歴史を持ち、鰹節専⾨店としてブ
ランドを確⽴してきました。その品質の⾼さを活かし贈答品とし
ても消費者から⻑く⽀持され、さらに特徴的で付加価値の⾼い商
品により、安定的な業績を維持できています。

• ⻑年にわたり培われてきた技術・ノウハウにより、素材にこだ
わった削り節やだしパックに加え、最中お吸物といった特徴のあ
る商品を⾃社で開発しています。最中は売上の50％以上を占める
主⼒商品であり、贈答品として⻑きにわたり⾼く評価されていま
す。

特徴、強み

販路販路

• 贈答⽤の他、市販⽤や業務⽤の商品開発も⾏っており、幅広い販
路を保有しています。

• ECサイトやDMによる直販も⾏っています。
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業績推移
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売上⾼、営業利益推移

売上⾼ 営業利益

2020年８⽉
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3.0%
4.9%
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 業績は安定的に推移
 2020年８⽉に製造会社を吸収合併
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 当社グループ企業であるおむすびころりん本舗は、フリーズドライ商品の製造を
⾏っています。最中お吸物に使⽤するフリーズドライ商品の共同開発や製造受託
を⾏える可能性があり、また、当社が保有する国内の販路共有による売上増加に
より、両社の業績向上を図ってまいります。

グループにおけるシナジー

販路共有
商品開発

林久右衛⾨商店の最中お吸物

売上の50％以上を占め、
年間約300万個製造されております。
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 海外において和⾷が広まるにつれ、本物の和⾷に対する需要が増加。林久右衛⾨商店
が取り扱うだしパックや最中お吸物などの商品は、海外においても⾼く評価を受ける
可能性が⾼いと思われます。当社の海外販路ネットワークを活⽤し拡販を⾏うことで
更なる業績の拡⼤が期待できます。

グループにおけるシナジー
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出典：農林⽔産物「農林⽔産物・⾷品の輸出実績」（令和３年確々報値）
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今後のスケジュール

• 取締役会決議⽇：2022年11⽉29⽇

• 契約締結⽇ ：2022年11⽉29⽇

• 株式譲渡実⾏⽇：2022年12⽉12⽇（予定）


